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抄
録
】
高
村
光
太
郎
の
「「
道
程
」
時
代
」
の
詩
歌
を
検
討
す
る
こ
と
は
、「「
道
程
」
以
後
」・「「
猛
獣
篇
」
時
代
」
の
詩
歌
と
の
繋
が
り
を
明
ら
か
に
す
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
。「「
道
程
」
時
代
の
詩
歌
」
に
は
、
頽
廃
的
な
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
る
「
デ
カ
ダ
ン
性
」
を
表
現
し
た
詩
歌
が
複
数
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
、
こ
の
よ
う
な
詩
歌
が
創
作
さ
れ
た
理
由
と
し
て
は
、
特
に
、
当
時
の
光
太
郎
の
生
活
態
度
が
頽
廃
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、「「
道
程
」
時
代
」
の
詩
歌
と
、
同
時
期
に
発
表
さ
れ
て
い
た
美
術
に
関
す
る
評
伝
・
評
論
の
翻
訳
と
の
関
連
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
光
太
郎
の
生
活
態
度
か
ら
で
は
な
い
別
の
理
由
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
本
稿
で
は
、
特
に
、
ア
ル
セ
ー
ヌ
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
の
ト
ゥ
ル
ー
ズ
・
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
評
伝
を
光
太
郎
が
翻
訳
し
た
「
痛
ま
し
き
地
獄
の
画
家
」
に
着
目
し
、「「
道
程
」
時
代
」
の
詩
歌
と
比
較
し
た
。
そ
の
結
果
、
風
景
や
人
物
の
モ
チ
ー
フ
と
な
る
対
象
が
類
似
す
る
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
モ
チ
ー
フ
が
描
か
れ
た
の
は
、「
露
骨
な
本
能
の
発
表
」
と
い
う
新
し
い
風
景
描
写
の
表
現
を
す
る
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド：
高
村
光
太
郎
、
ト
ゥ
ル
ー
ズ
・
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
、
道
程
、
痛
ま
し
き
地
獄
の
画
家
、
本
能
は
じ
め
に
高
村
光
太
郎
が
戦
前
ま
で
に
制
作
し
た
詩
歌
は
、「「
道
程
」
時
代
」、「「
道
程
」
以
後
」、「「
猛
獣
篇
」
時
代
」、「「
猛
獣
篇
」
以
後
」
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
（
 
）
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
表
現
の
特
徴
を
考
察
す
る
こ
と
は
、
光
太
郎
の
詩
歌
の
思
想
上
の
つ
な
が
り
を
明
ら
か
に
す
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
も
、「「
道
程
」
時
代
」
の
詩
歌
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
そ
の
後
の
「
猛
獣
篇
」
に
至
る
ま
で
の
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
必
要
な
作
業
で
あ
る
と
考
え
る
。
光
太
郎
は
「「
道
程
」
時
代
」
の
詩
作
に
表
れ
て
い
る
も
の
を
「
某
月
某
日
」
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
初
篇
か
ら
「
泥
七
宝
」
の
終
ま
で
は
ま
だ
死
ん
だ
智
恵
子
に
会
は
ぬ
頃
の
も
の
で
、
外
国
か
ら
帰
つ
て
来
て
は
じ
め
て
日
本
の
情
炎
に
触
れ
、
当
時
新
し
高
村
光
太
郎
の
「
道
程
」
時
代
の
詩
歌
│
│
「
痛
ま
し
き
地
獄
の
画
家
」
と
の
関
連
か
ら
│
│
田
所
弘
基
い
文
芸
家
の
間
に
ま
き
起
つ
た
所
謂
疾
風
怒
涛
時
代
に
身
を
も
ま
れ
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
対
す
る
現
状
憎
悪
か
ら
来
る
デ
カ
ダ
ン
性
と
、
そ
の
又
デ
カ
ダ
ン
性
に
対
す
る
懐
疑
と
、
斯
か
る
泥
沼
か
ら
脱
却
し
よ
う
と
す
る
焦
躁
と
で
め
ち
や
め
ち
や
に
な
つ
て
ゐ
た
私
自
身
を
此
処
に
見
る
。
詩
も
ま
つ
た
く
爆
発
的
な
も
の
で
、
一
時
代
前
か
ら
の
文
学
的
遺
産
の
伝
統
を
ま
る
で
持
つ
て
（
 
）
ゐ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
光
太
郎
自
身
が
、「「
道
程
」
時
代
」
の
作
品
に
関
し
て
、
自
身
の
生
活
態
度
に
よ
る
「
デ
カ
ダ
ン
性
」
が
表
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
証
言
し
て
い
る
。
「「
道
程
」
時
代
」
の
詩
歌
を
「
デ
カ
ダ
ン
性
」
の
詩
歌
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
に
な
っ
た
一
つ
の
理
由
で
あ
る
。
パ
ン
の
会
は
、
松
本
楼
、
三
州
屋
、
よ
か
楼
な
ど
の
料
理
屋
で
集
会
が
行
わ
れ
た
。
第
一
回
の
会
場
は
、
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
一
二
月
に
隅
田
川
沿
い
の
「
第
一
や
ま
と
」
と
い
う
西
洋
料
理
店
で
あ
っ
た
。
メ
ン
バ
ー
は
文
学
美
術
雑
誌
『
方
寸
』
の
石
井
柏
亭
、
森
田
恒
友
、
山
本
鼎
が
主
体
と
な
り
始
ま
っ
た
。
そ
の
後
『
ス
バ
ル
』
や
『
白
樺
』
な
ど
の
メ
ン
バ
ー
も
巻
き
込
み
、
多
く
の
芸
術
家
が
交
流
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
参
加
者
に
は
、
木
下
杢
太
郎
、
北
原
白
秋
、
吉
井
勇
、
石
川
啄
木
な
ど
の
詩
人
を
は
じ
め
、
自
由
劇
場
の
小
山
内
薫
、
市
川
左
団
次
（

）
も
参
加
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
中
に
光
太
郎
も
参
加
し
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
「
デ
カ
ダ
ン
性
」
を
帯
び
た
光
太
郎
の
生
活
態
度
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
「「
道
程
」
時
代
」
の
詩
歌
が
生
ま
れ
た
と
い
う
構
図
が
で
き
あ
が
っ
た
。
そ
の
た
め
、
生
活
態
度
以
外
の
面
か
ら
「「
道
程
」
時
代
」
の
詩
歌
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
行
わ
れ
て
い
な
い
。
本
論
で
は
、「「
道
程
」
時
代
」
の
詩
歌
に
つ
い
て
、
光
太
郎
の
生
活
態
度
と
は
異
な
る
視
点
か
ら
、「
デ
カ
ダ
ン
性
」
を
帯
び
た
詩
歌
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
特
に
、「「
道
程
」
時
代
」
の
詩
歌
が
発
表
さ
れ
た
時
期
の
美
術
に
関
す
る
翻
訳
と
の
関
連
か
ら
考
察
し
た
。
一
、
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
の
翻
訳
に
つ
い
て
「「
道
程
」
時
代
の
詩
歌
」
は
、
留
学
か
ら
帰
国
し
た
後
に
書
か
れ
た
作
品
で
あ
る
。
光
太
郎
は
、
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
渡
り
、
西
洋
を
巡
っ
て
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
に
帰
国
し
た
。
帰
国
後
の
光
太
郎
の
執
筆
活
動
は
め
ざ
ま
し
く
、
帰
国
直
後
の
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
に
は
、
詩
歌
（

）
「
に
ほ
ひ
」
を
発
表
し
、
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
に
は
一
〇
篇
の
詩
歌
を
発
表
し
た
。
一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
に
な
る
と
、
大
幅
に
増
加
し
、
四
五
篇
の
（

）
詩
篇
が
確
認
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
と
同
時
に
、
翻
訳
も
活
動
的
に
お
こ
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
留
学
で
得
た
美
術
に
関
連
す
る
評
論
・
評
伝
の
翻
訳
が
目
立
っ
て
い
る
。
光
太
郎
に
よ
る
美
術
関
連
の
翻
訳
は
、
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
か
ら
一
九
（

）
一
一
（
明
治
四
四
）
年
ま
で
の
六
年
間
に
集
中
し
て
い
る
。
確
認
で
き
る
最
初
の
翻
訳
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
イ
タ
リ
ア
の
彫
刻
家
「
ベ
ン
ヹ
ヌ
ウ
ト
チ
エ
リ
ニ
（

）
自
伝
」
で
あ
る
。
こ
の
翻
訳
は
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
の
年
末
か
ら
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
は
じ
め
に
か
け
て
『
明
星
』
に
寄
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
翻
訳
を
発
端
と
し
て
、
芸
術
家
に
関
す
る
翻
訳
を
次
々
と
発
表
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
マ
テ
ィ
ス
、
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
、
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
な
ど
印
象
派
の
画
家
に
関
す
る
美
術
評
論
の
翻
訳
で
あ
る
。
ま
た
小
説
に
お
い
て
は
、
エ
ミ
ー
ル
・
ゾ
ラ
に
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
第
二
十
四
号
一
六
（
 
）
よ
る
「
制
作
」
の
翻
訳
が
あ
る
。
こ
の
作
品
に
は
、
セ
ザ
ン
ヌ
を
モ
デ
ル
に
し
た
と
さ
れ
て
い
る
主
人
公
が
登
場
す
る
。
こ
の
よ
う
に
芸
術
家
へ
の
興
味
が
強
く
表
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
な
か
に
、
ト
ゥ
ル
ー
ズ
・
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
に
関
す
る
評
伝
を
翻
訳
し
た
（

）
「
痛
ま
し
き
地
獄
の
画
家
│
（A
RSEN
E
A
LEX
A
N
D
E
）
│
」
が
存
在
す
る
。
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
は
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
、
パ
リ
の
モ
ン
マ
ル
ト
ル
で
活
動
し
た
後
期
印
象
派
の
画
家
で
あ
る
。
現
在
で
は
、
日
本
に
お
い
て
も
よ
く
知
ら
れ
た
画
家
で
あ
る
が
、
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
が
日
本
に
お
い
て
受
容
さ
れ
は
じ
め
る
の
は
、
確
認
で
き
る
限
り
で
は
、
明
治
時
代
の
終
わ
り
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
セ
ザ
ン
ヌ
や
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
た
ち
と
と
も
に
、
同
じ
後
期
印
象
派
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
に
関
す
る
評
論
は
、
特
に
大
正
後
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
『
現
代
の
洋
画
』
や
『
ア
ト
リ
エ
』
な
ど
複
数
の
美
術
雑
誌
に
掲
（
）
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
れ
に
さ
き
が
け
て
、
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
を
日
本
で
は
じ
め
て
紹
介
し
た
の
が
光
太
郎
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。「
痛
ま
し
き
地
獄
の
画
家
」
は
一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
一
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
『
ス
バ
ル
』
に
連
載
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
一
九
〇
二（
明
治
三
五
）年
に
フ
ラ
ン
ス
のLe
Figaro
か
ら
出
版
さ
れ
たA
rsène
A
lexandre
に
よ
る“Le
peintre
T
oulouse-Lautrec”
を
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
光
太
郎
が
こ
の
書
籍
を
入
手
し
た
経
路
は
不
明
で
あ
る
。
翻
訳
の
序
文
に
は
光
太
郎
の
言
葉
で
「
仏
蘭
西
現
代
の
美
術
批
評
家
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ル
の
有
名
な
評
伝
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
著
名
な
評
伝
と
認
識
し
て
い
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
文
に
続
い
て
光
太
郎
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
の
生
き
方
に
つ
い
て
「
直
ち
に
僕
等
の
胸
に
白
刃
を
擬
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
す
る
よ
う
に
強
い
衝
撃
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
光
太
郎
の
翻
訳
を
通
し
て
、
当
時
の
画
家
・
作
家
も
影
響
を
受
け
て
い
る
。た
と
え
ば
、
画
家
の
木
村
荘
八
は
、
光
太
郎
と
の
出
会
い
に
つ
い
て
記
し
た
文
章
の
な
か
で
「
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
の
紹
介
は
日
本
に
於
け
る
こ
れ
が
初
稿
だ
」
と
言
及
し
て
い
る
。
そ
し
て
光
太
郎
の
著
作
に
つ
い
て
「
創
作
評
論
や
翻
訳
を
矢
継
早
に
発
表
さ
れ
、
僕
の
如
き
、
そ
れ
を
貪
り
読
ん
で
ゐ
た
も
の
だ
つ
た
」
と
興
奮
を
（
）
覚
え
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
の
「
戯
画
自
像
」
が
裏
画
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
『
白
樺
』
一
九
一
二
（
大
正
元
）
年
一
二
月
号
の
「
編
集
室
に
て
」
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
挿
画
の
説
明
は
今
度
は
ぬ
き
に
す
る
。
ロ
ー
ト
レ
ク
に
つ
い
て
は
い
づ
れ
そ
の
内
紹
介
す
る
心
算
だ
「
惨
し
き
地
獄
の
画
家
」
と
し
て
高
村
君
が
こ
の
人
マ
マ（
）
の
こ
と
を
ス
バ
ル
に
四
号
（
？
）
に
わ
た
つ
て
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
か
る
一
九
一
二
（
大
正
元
）
年
の
時
点
で
は
、
光
太
郎
に
続
く
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
の
紹
介
は
一
九
一
二
（
明
治
四
五
）
年
木
村
章
に
よ
る
「
薄
命
の
画
家
ロ
ー
ト
レ
ク
」
が
（
）
存
在
す
る
。
そ
う
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
光
太
郎
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
紹
介
の
第
一
人
者
と
し
て
、
光
太
郎
が
周
知
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
た
め
、
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
が
世
間
に
受
容
さ
れ
は
じ
め
る
大
正
時
代
に
な
る
と
、
光
太
郎
の
「
痛
ま
し
き
地
獄
の
画
家
」
は
タ
イ
ト
ル
を
変
え
て
、
新
た
に
二
高
村
光
太
郎
の
「
道
程
」
時
代
の
詩
歌
（
田
所
弘
基
）
一
七
（
）
回
掲
載
さ
れ
る
。
一
度
目
は
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
八
月
『
現
代
の
洋
画
』
で
（
）
あ
り
、
二
度
目
は
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
六
月
『
現
代
之
美
術
』
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
も
、
当
時
は
光
太
郎
の
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
論
が
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
以
上
、
光
太
郎
の
「
痛
ま
し
き
地
獄
の
画
家
」
を
取
り
巻
く
状
況
に
つ
い
て
同
時
期
の
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
受
容
と
関
連
付
け
て
確
認
し
た
。
二
、
光
太
郎
の
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
受
容
そ
れ
で
は
、
翻
訳
を
行
っ
た
当
事
者
で
あ
る
光
太
郎
は
、
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
を
ど
の
よ
う
に
受
容
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
手
掛
か
り
と
な
る
資
料
を
次
に
示
す
。ま
ず
、
光
太
郎
が
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
の
作
品
に
着
目
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
資
料
を
挙
げ
る
。
一
つ
目
は
、
翻
訳
以
前
の
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
六
月
『
新
（
）
声
』
に
発
表
し
た
「
巴
里
よ
り
│
荻
原
守
衛
へ
の
手
紙
│
」
で
あ
る
。
光
太
郎
は
こ
こ
で
印
象
派
の
絵
画
を
観
た
興
奮
を
伝
え
て
い
る
。
手
紙
文
の
な
か
で
は
、
モ
ネ
、
ル
ノ
ワ
ー
ル
、
セ
ザ
ン
ヌ
と
と
も
に
「
ト
ウ
ル
ウ
ズ
、
ロ
オ
ト
レ
ク
の
凄
さ
」
と
名
前
を
挙
げ
て
「
一
と
し
て
驚
か
さ
れ
な
い
も
の
は
無
い
」
と
い
う
興
奮
を
伝
え
て
い
る
。
二
つ
目
は
、
翻
訳
が
掲
載
さ
れ
た
後
の
一
九
一
三
（
大
正
二
）
（
）
年
四
月
『
現
代
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
光
風
会
の
一
瞥
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
新
印
象
派
、
象
徴
派
」
の
「
仲
間
」
と
し
て
「
ロ
オ
ト
レ
ク
」
の
名
前
を
挙
げ
て
着
目
し
て
い
る
。
次
に
、
光
太
郎
が
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
に
関
す
る
意
見
を
述
べ
て
い
る
資
料
を
二
つ
挙
げ
る
。
一
つ
目
は
、
光
太
郎
は
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
に
『
ア
ト
リ
エ
』
で
「
カ
リ
カ
チ
ユ
ア
」
と
い
う
題
で
風
刺
画
に
つ
い
て
の
意
見
を
述
べ
た
短
い
文
章
で
あ
る
。
こ
の
中
で
「
ロ
オ
ト
レ
ク
を
カ
リ
カ
チ
ユ
ア
画
家
と
目
す
る
事
は
出
来
な
い
。
彼
は
人
生
の
事
件
、
心
状
を
諷
刺
し
な
い
。
人
生
そ
の
も
の
を
秤
に
か
（
）
け
て
ゐ
る
」
と
評
価
し
て
い
る
。
二
つ
目
は
、
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
七
月
に
刊
行
さ
れ
た
光
太
郎
の
芸
術
論
（
）
書
『
印
象
主
義
の
思
想
と
芸
術
』
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
今
ロ
ー
ト
レ
ク
に
就
い
て
詳
し
く
述
べ
て
居
る
紙
数
の
無
い
の
を
残
念
に
思
ふ
。（
彼
の
紹
介
的
伝
記
は
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
が
書
い
て
ゐ
る
。）」
と
い
う
よ
う
に
、
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
に
対
し
て
着
目
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
『
印
象
主
義
の
思
想
と
芸
術
』
で
は
、
光
太
郎
は
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
に
つ
い
て
「
七
エ
ド
ガ
ー
ド
ガ
其
他
」
の
章
の
な
か
に
、
七
ペ
ー
ジ
を
割
い
て
論
じ
て
い
る
。
内
容
と
し
て
は
、
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
の
出
生
か
ら
画
家
に
な
る
ま
で
の
過
程
と
、
そ
の
作
風
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
光
太
郎
の
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
に
対
す
る
意
見
を
「
痛
ま
し
き
地
獄
の
画
家
」
か
ら
多
数
の
箇
所
を
引
用
し
て
具
体
的
に
記
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
章
で
光
太
郎
の
詩
歌
と
比
較
す
る
と
こ
ろ
で
具
体
的
に
取
り
上
げ
る
。
三
、「
道
程
」
時
代
の
詩
歌
と
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
の
モ
チ
ー
フ
以
上
の
よ
う
に
光
太
郎
は
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
に
着
目
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
は
絵
画
や
彫
刻
の
作
品
制
作
へ
の
態
度
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
詩
歌
に
お
い
て
も
そ
の
影
響
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
か
ら
は
具
体
的
に
「
痛
ま
し
き
地
獄
の
画
家
」
を
参
照
し
な
が
ら
、
光
太
郎
の
「「
道
程
」
時
代
」
の
詩
歌
と
を
比
較
検
討
す
る
。
特
に
『
印
象
主
義
の
思
想
と
芸
術
』
で
引
用
さ
れ
た
「
痛
ま
し
き
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
第
二
十
四
号
一
八
地
獄
の
画
家
」
の
箇
所
を
参
照
す
る
。
ま
ず
、
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
の
好
む
モ
チ
ー
フ
を
確
認
す
る
。「
痛
ま
し
き
地
獄
の
画
家
」
に
は
、
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
の
好
ん
だ
モ
チ
ー
フ
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
ム
ー
ラ
ン
・
ル
ー
ジ
ュ
や
、
ム
ー
ラ
ン
・
ド
・
ラ
・
ギ
ャ
レ
ッ
ト
を
は
じ
め
と
す
る
パ
リ
の
酒
場
や
歓
楽
街
な
ど
の
場
所
に
見
ら
れ
る
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
光
太
郎
が
「「
道
程
」
時
代
」
に
味
わ
っ
た
と
い
う
「
デ
カ
ダ
ン
性
」
を
帯
び
て
い
る
。
一
例
と
し
て
「
す
べ
て
目
に
き
ら
つ
く
様
な
、
或
は
心
を
そ
そ
り
立
て
る
様
な
、
賑
や
か
な
、
金
び
か
な
、
塗
り
立
つ
た
光
景
や
人
物
」
で
あ
る
。
具
体
的
に
カ
フ
エ
コ
ン
セ
ル
は
「『
び
ら
』
画
」
に
描
い
た
「
踊
子
、
仮
装
者
、
往
来
の
人
、
珈
琲
音
楽
、
戸
外
遊
戯
、
酒
場
な
ど
の
人
間
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
も
「
繰
り
返
し
出
て
来
る
彼
の
『
モ
デ
ル
』」
は
「『
ヨ
シ
ワ
ラ
』
の
一
団
の
連
中
や
、
ブ
ウ
ル
ヴ
ア
ル
の
街
は
づ
れ
に
う
ろ
つ
い
て
ゐ
る
恐
ろ
し
い
、
又
眼
に
焼
き
つ
く
様
な
売
女
の
群
で
あ
つ
た
」
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
光
太
郎
は
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
の
好
む
モ
チ
ー
フ
に
つ
い
て
、
翻
訳
だ
け
で
は
な
く
、
自
身
の
言
葉
で
も
言
及
し
て
い
る
。
そ
れ
は
『
印
象
主
義
の
思
想
と
芸
術
』
の
な
か
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
は
衆
人
の
誤
解
と
軽
蔑
を
一
身
に
浴
び
な
が
ら
、
彼
の
本
能
の
向
ふ
ま
ま
に
生
き
た
。
そ
し
て
彼
は
怪
し
い
社
会
の
ま
つ
た
だ
中
に
飛
び
込
ん
だ
。
寄
席
の
「
び
ら
絵
」、
芝
居
の
広
告
画
、
カ
フ
エ
コ
ン
セ
ル
の
引
札
の
様
な
も
の
を
盛
に
石
版
で
画
き
、
又
舞
踏
、
夜
会
、
モ
ン
マ
ル
ト
ル
の
売
春
婦
、
曲
馬
、
病
院
、
法
廷
、
女
工
等
の
生
活
を
画
布
に
画
き
、
馬
糞
紙
に
画
い
（
）
た
。
こ
こ
で
も
「
怪
し
い
社
会
の
ま
つ
た
だ
中
」
に
あ
る
よ
う
な
モ
ン
マ
ル
ト
ル
の
モ
チ
ー
フ
を
挙
げ
て
い
る
。
じ
つ
は
、
こ
れ
ら
の
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
の
好
む
モ
チ
ー
フ
は
、
光
太
郎
の
「「
道
程
」
時
代
」
の
詩
歌
に
表
現
さ
れ
る
モ
チ
ー
フ
と
類
似
し
て
い
る
。
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
の
パ
リ
の
酒
場
の
風
景
は
、
光
太
郎
の
詩
歌
の
中
で
は
、
浅
草
の
風
景
に
変
換
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
「PRESEN
T
A
T
IO
N
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
描
写
が
あ
る
。
パ
ン
の
提
灯
が
酒
壷
か
ら
吹
く
風
に
揺
れ
て
、
ゆ
ら
り
と
動
き
、
は
ら
り
と
動
く
。
ベ
ル
ガ
モ
オ
の
匂
と
、
巴
旦
杏
の
匂
と
、
ヘ
リ
オ
ト
ロ
オ
プ
と
、
ポ
ム
ペ
イ
ア
。
お
し
や
く
よ
つ
た
り
味
噌
歯
の
雛
妓
が
四
人
、
足
を
揃
へ
て
、
磐
を
揃
へ
て
、
え
い
、
え
い
、
え
え
い
や
さ
、
と
踊
れ
ば
、
久
菊
も
、
五
郎
丸
も
、
凡
骨
も
、
猿
之
助
も
、
（
）
真
赤
に
な
つ
て
酔
う
た
り
。
お
し
や
く
こ
こ
に
は
「
ベ
ル
ガ
モ
オ
」
な
ど
香
水
の
香
り
と
と
も
に
「
味
噌
歯
の
雛
妓
」
と
い
う
酒
場
の
女
性
た
ち
が
踊
る
場
面
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
木
版
師
の
高
村
光
太
郎
の
「
道
程
」
時
代
の
詩
歌
（
田
所
弘
基
）
一
九
伊
上
「
凡
骨
」
や
、
歌
舞
伎
役
者
の
市
川
「
猿
之
助
」
が
登
場
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
の
好
む
モ
チ
ー
フ
が
、
浅
草
で
の
モ
チ
ー
フ
に
置
き
換
え
ら
れ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、「
痛
ま
し
き
地
獄
の
画
家
」
に
は
「
す
べ
て
稍
芝
居
じ
み
た
、
或
は
作
ら
れ
た
雰
囲
気
」
と
い
う
場
所
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
「
滑
稽
役
者
。
馬
。
犬
。
曲
馬
場
か
ら
、
裁
判
所
」
や
「
公
開
舞
踏
場
、
夏
季
奏
楽
場
、
芝
居
の
休
憩
室
」
や
「
寄
世
」
が
あ
る
。
こ
れ
ら
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
が
好
む
モ
チ
ー
フ
の
場
所
に
関
連
す
る
人
物
が
、
光
太
郎
の
「PRES-
EN
T
A
T
IO
N
」
に
登
場
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
光
太
郎
が
こ
れ
ら
の
場
面
を
選
択
す
る
の
は
「
ア
レ
キ
サ
ン
ト
ル
」
の
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
評
伝
を
翻
訳
し
た
際
に
得
た
か
ら
で
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
浅
草
を
パ
リ
に
見
立
て
る
と
い
う
意
識
は
、「
江
戸
」
の
風
景
を
「
西
洋
」
の
視
点
か
ら
捉
え
直
す
と
い
う
パ
ン
の
会
の
意
識
に
基
づ
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
野
田
宇
太
郎
は
、
パ
ン
の
会
の
詩
人
の
特
徴
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
「
江
戸
」
と
「
西
洋
」
と
の
ア
ラ
ン
ジ
マ
ン
に
よ
る
極
め
て
印
象
派
的
詩
感
覚
を
表
現
し
て
い
る
の
は
見
逃
せ
な
い
。
や
が
て
「
パ
ン
の
会
」
の
詩
人
達
（
杢
太
郎
や
白
秋
）
は
や
や
も
す
れ
ば
回
顧
趣
味
だ
と
浅
薄
な
蔭
口
的
批
評
さ
え
う
け
勝
ち
な
所
謂
江
戸
情
調
の
詩
を
次
々
に
発
表
し
た
が
、
本
来
江
戸
ッ
児
で
も
な
い
彼
等
に
江
戸
趣
味
な
ど
は
な
く
、
そ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
碧
眼
を
と
お
し
て
再
び
日
本
に
戻
っ
て
来
た
、
い
わ
ば
一
種
の
エ
キ
ゾ
テ
ィ
シ
ズ
ム
と
し
て
の
、
新
ら
し
い
江
戸
情
調
で
あ
り
、
従
っ
て
「
江
戸
」
と
（
）
「
西
洋
」
を
ア
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
そ
れ
ら
の
作
品
の
特
色
で
あ
っ
た
。
「
西
洋
」
の
視
点
か
ら
「
江
戸
」
を
見
直
す
こ
と
が
パ
ン
の
会
の
特
徴
で
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
「
江
戸
」
を
感
受
す
る
場
所
と
し
て
選
ば
れ
た
の
が
、
浅
草
で
あ
っ
た
。
同
時
期
の
芸
術
に
関
係
す
る
人
た
ち
の
間
で
は
、
パ
リ
に
対
応
す
る
場
所
は
、
浅
草
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
た
と
え
ば
、
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
三
月
に
掲
載
さ
れ
た
「
ロ
ー
ト
レ
ク
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
評
伝
の
な
か
に
み
る
こ
と
が
（
）
で
き
る
。
執
筆
し
た
の
は
美
術
評
論
家
の
森
口
多
里
で
あ
る
。
こ
の
文
章
の
な
か
に
は
「
ロ
ー
ト
レ
ク
は
、
浅
草
を
極
端
に
し
た
や
う
な
モ
ン
マ
ル
ト
ル
（
巴
里
）
モ
チ
ー
フ
の
モ
チ
ー
フ
の
生
活
か
ら
画
因
を
捉
へ
る
こ
と
に
そ
の
短
い
一
生
を
捧
げ
た
の
で
あ
っ
た
」
と
い
う
言
及
が
あ
る
。「
巴
里
」
と
「
浅
草
」
が
類
似
し
て
い
る
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
資
料
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
認
識
を
光
太
郎
も
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
う
え
で
、
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
の
好
む
場
所
を
浅
草
に
置
き
換
え
て
詩
を
創
作
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
の
好
む
場
所
と
類
似
す
る
点
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
具
体
例
を
挙
げ
て
い
く
。「
痛
ま
し
き
地
獄
の
画
家
」
に
お
い
て
、
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
の
好
む
場
所
と
し
て
「
寄
世
」
も
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
光
太
郎
の
詩
歌
で
関
連
す
る
も
（
）
の
と
し
て
は
、
落
語
家
の
三
代
目
柳
家
「
小
さ
ん
」
が
、
詩
「
或
日
の
午
後
」
と
（
）
「
街
上
夜
曲
」
に
表
さ
れ
て
い
る
。「
或
日
の
午
後
」
で
は
「
サ
モ
ワ
ア
ル
の
湯
気
ま
つ
た
は
悲
し
く
、
さ
び
し
く
、
完
く
し
て
、
／
小
さ
ん
の
白
き
歯
の
色
を
思
は
し
む
」
と
い
う
よ
う
に
「
湯
気
」
の
象
徴
と
し
て
「
小
さ
ん
の
歯
」
が
表
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
街
上
夜
曲
」
の
中
で
は
次
に
挙
げ
る
場
面
に
「
小
さ
ん
」
が
配
さ
れ
て
い
る
。
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
第
二
十
四
号
二
〇
お
で
ん
屋
の
屋
台
の
青
い
湯
気
焼
鳥
、
金
五
郎
寿
司
…
…
…
…
い
き
せ
き
切
つ
て
小
さ
ん
の
車
が
通
る
。
浅
草
の
広
小
路
。
三
月
の
夜
に
雪
が
降
る
│
│
こ
こ
で
は
「
お
で
ん
屋
」
や
「
焼
鳥
、
金
五
郎
寿
司
」
が
並
ぶ
「
浅
草
の
広
小
路
」
の
風
景
の
な
か
に
落
語
家
の
「
小
さ
ん
」
が
登
場
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
風
景
描
写
は
、
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
が
「
滑
稽
役
者
」
や
下
町
の
風
景
を
モ
チ
ー
フ
に
選
ん
だ
こ
と
と
類
似
し
て
い
る
。
パ
リ
の
風
景
が
日
本
の
浅
草
の
風
景
に
変
換
さ
（
）
れ
て
い
る
。
同
じ
よ
う
な
風
景
が
描
か
れ
て
い
る
詩
歌
と
し
て
は
、「
人
形
町
」
が
あ
る
。
こ
の
詩
篇
に
は
、
浅
草
に
存
在
し
て
い
た
「
大
丸
」
や
甘
酒
で
有
名
で
あ
っ
た
「
尾
張
屋
」
と
い
う
店
が
具
体
的
に
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、「
甘
酒
の
行
燈
」
が
ま
だ
点
灯
し
て
い
る
と
い
う
浅
草
の
明
け
方
の
風
景
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
酒
場
の
女
性
に
関
し
て
も
、
光
太
郎
の
詩
歌
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
光
太
郎
が
通
い
つ
め
た
と
さ
れ
る
「
よ
か
楼
」
の
お
梅
で
あ
る
。
お
梅
が
登
場
す
る
詩
篇
を
列
挙
す
る
。
一
篇
目
に
挙
げ
る
の
は
「
食
後
の
酒
」
で
あ
（
）
る
。
こ
こ
に
は
「
辛
き
酒
を
再
び
わ
れ
に
す
す
む
る
／
マ
ド
モ
ワ
ゼ
ル
、
ウ
メ
の
瞳
の
ふ
か
さ
」
と
い
う
描
写
が
あ
る
。
二
篇
目
に
挙
げ
る
「
な
ま
け
も
の
」
に
は
、「
浅
草
は
／
雷
門
の
よ
か
楼
の
昼
の
け
う
と
さ
／
霧
島
つ
つ
じ
の
真
赤
な
か
（
）
げ
に
／
サ
ツ
ポ
ロ
の
泡
を
み
つ
む
る
／
モ
ト
モ
ワ
ゼ
ル
も
ね
む
た
し
」
と
あ
る
。
（
）
三
篇
目
は
「
あ
を
い
雨
」
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、「
白
状
し
た
花
井
お
梅
が
待
つ
フ
オ
ワ
イ
エ
エ
て
ゐ
る
／
寄
席
で
、
大
川
端
で
／
薄
紫
の
踊
子
が
、
楽
屋
の
入
口
で
／
さ
う
、
さ
は
や
り
う
／
流
行
の
小
唄
を
う
た
ひ
な
が
ら
／
夕
方
、
雷
門
の
レ
ス
ト
オ
ラ
ン
で
／
怖
い
お
か
み
女
将
の
眼
を
ぬ
す
ん
で
／
待
つ
て
ゐ
る
、
マ
ド
モ
ワ
ゼ
ル
が
／
待
つ
て
ゐ
る
、
私
を
│
」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
浅
草
の
風
景
の
中
に
酒
場
の
女
性
が
描
か
れ
て
い
る
。ま
た
、
吉
原
の
若
太
夫
に
関
し
て
は
一
篇
の
詩
歌
全
体
の
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
て
（
）
い
る
。
そ
れ
は
『
道
程
』
の
最
初
の
詩
篇
「
失
は
れ
た
る
モ
ナ
・
リ
ザ
」
で
あ
る
が
、
詩
の
最
後
に
付
記
と
し
て
「
わ
が
愛
せ
し
某
楼
の
女
を
我
仮
に
モ
ナ
リ
ザ
と
名
け
た
り
き
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
デ
カ
ダ
ン
性
」
を
帯
び
た
モ
チ
ー
フ
が
表
出
し
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
、「
痛
ま
し
き
地
獄
の
画
家
」
に
み
ら
れ
る
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
の
好
む
モ
チ
ー
フ
と
、
そ
れ
と
同
時
期
に
発
表
さ
れ
た
光
太
郎
の
詩
歌
の
モ
チ
ー
フ
に
つ
い
て
確
認
し
て
き
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
の
好
む
モ
チ
ー
フ
が
、
パ
リ
か
ら
浅
草
の
モ
チ
ー
フ
に
変
換
さ
れ
て
、「「
道
程
」
時
代
」
の
詩
歌
に
、
表
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
四
、〈
本
能
〉
に
従
っ
て
い
る
こ
と
を
表
現
す
る
モ
チ
ー
フ
こ
こ
か
ら
、「
デ
カ
ダ
ン
性
」
を
帯
び
た
モ
チ
ー
フ
が
、
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
を
通
し
て
、
表
現
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
ま
ず
、
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
が
、
こ
の
よ
う
な
人
物
や
場
所
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
選
ん
だ
最
大
の
理
由
は
、
そ
の
モ
チ
ー
フ
が
〈
本
能
的
〉
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
痛
ま
し
き
地
獄
の
画
家
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
一
文
が
あ
る
。
高
村
光
太
郎
の
「
道
程
」
時
代
の
詩
歌
（
田
所
弘
基
）
二
一
彼
は
、
此
の
美
し
い
動
物
が
顔
を
彩
り
、
身
を
光
り
輝
く
ほ
ど
鏤
め
て
、
ざ
（
）
わ
ざ
わ
と
動
い
て
ゐ
る
場
所
へ
は
何
処
へ
で
も
出
懸
け
た
。
こ
こ
で
の
「
美
し
い
動
物
」
と
は
人
間
の
こ
と
で
あ
る
。
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
が
、
先
ほ
ど
確
認
し
た
モ
チ
ー
フ
と
な
る
人
間
を
動
物
と
し
て
取
り
扱
う
態
度
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
態
度
は
別
の
箇
所
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
〔
マ
マ
〕
ム
ウ
ラ
ン
、
ル
ウ
ジ
ユ
動
物
圖
の
中
で
│
或
は
『
赤
風
車
』
の
中
で
│
幾
時
間
と
い
ふ
事
な
し
に
、
動
い
て
ゐ
る
動
物
を
見
て
、
強
い
喜
悦
を
感
じ
た
彼
は
、
ま
た
、
種
々
な
特
（
）
殊
の
空
気
の
中
に
、
文
明
を
生
ん
だ
最
も
偏
奇
な
形
式
を
探
し
た
。
〔
マ
マ
〕
「
動
物
圖
」
は
動
物
園
の
間
違
い
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
酒
場
の
ム
ウ
ラ
ン
、
ル
ウ
ジ
ユ
「
赤
風
車
」
と
並
列
さ
れ
て
お
り
、
人
間
と
動
物
の
関
係
が
同
等
で
あ
る
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
補
足
と
し
て
、
先
に
挙
げ
た
森
口
多
里
「
ロ
オ
ト
レ
ク
」
を
参
照
す
る
と
次
の
よ
う
な
箇
所
が
あ
る
。
ロ
ー
ト
レ
ク
は
都
会
生
活
の
虚
偽
と
粉
粧
と
技
巧
と
を
描
い
た
、
し
か
し
単
に
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
彼
は
そ
の
虐
偽
と
扮
粧
と
技
巧
と
を
透
し
て
自
然
の
意
志
、
本
能
、
欲
望
を
掴
ん
だ
の
で
あ
る
。
ど
ん
な
に
技
巧
的
な
扮
粧
の
う
ち
に
も
蔽
は
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い
人
間
性
を
彼
は
捉
へ
た
の
で
あ
る
。
彼
が
巴
里
の
中
で
も
最
も
人
工
的
誘
惑
と
頽
廃
と
に
充
ち
て
ゐ
る
と
思
は
れ
て
ゐ
る
モ
ン
マ
ル
ト
ル
の
生
活
を
喜
ん
だ
の
は
、
形
式
的
に
典
雅
と
礼
節
と
を
守
つ
て
ゐ
る
偽
善
的
階
級
の
生
活
よ
り
も
、
寧
ろ
放
縦
な
モ
ン
マ
ル
ト
ル
（
）
の
生
活
の
方
に
、
人
間
の
真
の
姿
が
見
ら
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
が
「
人
工
的
誘
惑
と
頽
廃
」
に
満
ち
た
都
会
の
風
景
を
描
い
た
理
由
は
、
そ
こ
に
「
粉
粧
の
う
ち
に
も
蔽
は
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い
人
間
性
」
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、「
虚
偽
と
粉
粧
と
技
巧
」
に
満
ち
て
い
る
モ
ン
マ
ル
ト
ル
の
風
景
を
描
く
こ
と
は
「
自
然
の
意
志
、
本
能
、
欲
望
」
を
描
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
は
、「
痛
ま
し
き
地
獄
の
画
家
」
に
お
い
て
も
示
さ
れ
て
い
る
。
ベ
ル
リ
オ
の
メ
フ
イ
ス
ト
フ
エ
レ
ス
の
表
白
に
従
へ
ば
、『
あ
ら
ゆ
る
無
邪
気
の
形
の
下
に
潜
ん
だ
野
獣
性
』
を
彼
の
目
前
に
供
す
る
様
な
所
、
す
べ
て
な
み
ム
ウ
ヴ
マ
ン
の
習
慣
の
力
を
無
し
た
形
と
動
勢
の
充
満
し
た
様
な
所
を
狙
つ
て
歩
い
て
廻
（
）
つ
た
。
こ
こ
で
は
、
ヘ
ク
ト
ル
・
ベ
ル
リ
オ
ー
ズ
の
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
か
ら
の
八
つ
の
情
景
」
に
登
場
す
る
メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ
レ
ス
の
セ
リ
フ
を
引
用
し
、「『
あ
ら
ゆ
る
無
邪
気
の
形
の
下
に
潜
ん
だ
野
獣
性
』
を
彼
の
目
前
に
供
す
る
様
な
所
」
と
表
現
し
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
「
野
獣
性
」
と
は
、
人
間
の
本
能
の
こ
と
を
指
す
。
こ
の
ほ
か
、
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
が
「
動
物
」
の
「
本
能
」
に
興
味
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
動
物
が
最
も
よ
く
「
心
の
ま
ゝ
の
振
舞
」
│
│
「
露
骨
な
本
能
の
発
表
」
を
見
せ
て
ゐ
る
か
ら
だ
つ
た
か
も
し
れ
な
い
。
物
欲
の
命
ず
る
が
ま
ま
の
蔽
ふ
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
第
二
十
四
号
二
二
と
こ
ろ
な
き
行
動
が
、
何
よ
り
も
少
年
の
好
奇
心
を
誘
つ
た
ゝ
め
な
の
か
も
（
）
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
が
人
間
・
動
物
の
「
露
骨
な
本
能
の
発
表
」
を
描
く
た
め
に
、
モ
ン
マ
ル
ト
ル
の
街
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
に
よ
っ
て
、
光
太
郎
の
「
道
程
」
時
代
に
見
ら
れ
る
頽
廃
的
な
詩
歌
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
「
本
能
」
を
表
出
す
る
人
々
が
い
る
浅
草
を
描
き
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
お
わ
り
に
以
上
、
高
村
光
太
郎
の
「「
道
程
」
時
代
」
の
詩
歌
と
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
の
評
伝
「
痛
ま
し
き
地
獄
の
画
家
」
に
記
さ
れ
た
モ
チ
ー
フ
を
比
較
し
て
き
た
。
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
の
描
い
た
パ
リ
の
風
景
が
「「
道
程
」
時
代
」
の
詩
歌
で
は
、
浅
草
の
風
景
に
置
き
換
え
ら
れ
て
表
現
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ
ら
の
モ
チ
ー
フ
が
描
か
れ
た
の
は
、「
露
骨
な
本
能
の
発
表
」
と
い
う
新
し
い
風
景
描
写
の
表
現
を
す
る
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
本
能
」
を
表
現
す
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
光
太
郎
に
お
い
て
は
、「
猛
獣
篇
」
に
お
い
て
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
る
。
今
後
の
課
題
と
し
て
、「「
道
程
」
以
後
」、「
猛
獣
篇
」
の
詩
歌
と
そ
の
同
時
期
に
光
太
郎
が
翻
訳
し
た
美
術
に
関
連
す
る
評
伝
・
評
論
と
の
比
較
を
す
す
め
た
い
。
註・
旧
字
は
適
宜
、
新
字
に
改
め
た
。
引
用
文
に
お
い
て
適
宜
、
旧
字
体
は
現
行
の
字
体
に
改
め
た
。
改
行
は
「
／
」
で
示
し
た
。
・
詩
歌
の
引
用
は
『
高
村
光
太
郎
全
集
』
第
一
巻
（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
四
年
一
〇
月
）
所
載
本
文
を
用
い
た
。
（
 
）
『
現
代
詩
人
全
集
』（
第
九
巻
、
新
潮
社
、
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
一
〇
月
）
の
中
で
、
光
太
郎
は
自
選
し
た
詩
歌
を
「
道
程
」
時
代
、「
道
程
」
以
後
、「
猛
獣
篇
」
時
代
、「
猛
獣
篇
」
以
後
の
四
つ
の
時
代
に
区
分
し
て
発
表
し
て
い
る
。
（
 
）
高
村
光
太
郎
「
某
月
某
日
」（『
知
性
』、
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
五
月
）。
（

）
野
田
宇
太
郎
「
解
題
」（『
明
治
文
学
全
集
』、
第
七
四
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
六
（
昭
和
四
一
）
年
一
二
月
）
四
二
三
│
四
三
〇
頁
。
（

）
高
村
光
太
郎
「
に
ほ
ひ
」（『
方
寸
』、
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
一
一
月
）。
（

）
『
高
村
光
太
郎
全
集
』（
第
一
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
九
四
年
一
〇
月
）
を
参
照
。
（

）
美
術
に
関
す
る
評
論
・
評
伝
を
光
太
郎
が
翻
訳
し
た
も
の
と
し
て
は
「
ベ
ン
ヹ
ヌ
ウ
ト
チ
エ
リ
ニ
自
伝
」（『
明
星
』、
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
一
二
月
、
一
九
〇
七（
明
治
四
〇
）年
二
、
三
、
四
月
）を
は
じ
め
と
し
て
、「H
EN
RIM
A
T
ISSE
の
画
論
（
一
）」（
ア
ン
リ
イ
マ
テ
イ
ス
、『
ス
バ
ル
』、
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
九
月
）、「EX
O
T
ISCH
の
画
家PA
U
L
GA
U
GU
IN
」（
マ
イ
ア
ー
グ
レ
ー
フ
、『
早
稲
田
文
学
』、
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
四
、
五
月
）。「
巴
里
の
写
生
」
（
ジ
ヨ
リ
ユ
イ
ス
マ
ン
ス
、『
ス
バ
ル
』、
一
九
〇
九
（
明
治
四
）
二
年
一
一
、
一
二
月
、
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
一
月
）、「
一
八
八
一
年
独
立
派
展
覧
会
画
評
」
（
ジ
ヨ
リ
ユ
イ
ス
マ
ン
ス
、『
ス
バ
ル
』、
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
一
二
月
）、
「
三
つ
の
提
議
」（
ジ
エ
エ
ム
ス
ホ
イ
ス
ラ
ア
、『
ス
バ
ル
』、
一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
四
月
）
な
ど
多
数
の
翻
訳
が
行
わ
れ
て
い
る
。
（

）
高
村
光
太
郎
「
ベ
ン
ヹ
ヌ
ウ
ト
チ
エ
リ
ニ
自
伝
」
前
掲
。
（

）
高
村
光
太
郎
「
制
作
」（
エ
ミ
イ
ル
ゾ
ラ
、『
ス
バ
ル
』、
一
九
一
〇
年
（
明
治
四
三
）
二
、
三
、
八
月
）。
（

）
高
村
光
太
郎
「
痛
ま
し
き
地
獄
の
画
家
」（『
ス
バ
ル
』、
一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
一
、
二
、
四
、
五
月
）。『
高
村
光
太
郎
全
集
』（
第
一
七
巻
、
筑
摩
書
房
、
高
村
光
太
郎
の
「
道
程
」
時
代
の
詩
歌
（
田
所
弘
基
）
二
三
一
九
九
六
（
平
成
八
）
年
）
の
「
解
題
」
に
よ
る
と
、
原
典
はA
rsène
A
lexandre
Le
peintre
T
oulouse-Lautrec
Paris,Le
Figaro
Illustre,1902
と
さ
れ
て
い
る
。
（
）
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
に
関
す
る
記
事
に
つ
い
て
、
光
太
郎
の
「
痛
ま
し
き
地
獄
の
画
家
」
以
降
で
は
、
木
村
章
「
薄
命
の
画
家
ロ
ー
ト
レ
ク
ジ
エ
ム
ス
、
ハ
ネ
カ
ア
」
（『
現
代
の
洋
画
』、
一
九
一
二
（
明
治
四
五
）
年
六
月
）、
記
者
「
ア
ン
デ
ル
ス
・
ツ
オ
ー
ル
ン
ド
・
ロ
ー
ト
レ
ク
」（『
現
代
の
洋
画
』、
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
六
月
）、
森
口
多
里
「
ロ
ー
ト
レ
ク
」（『
中
央
美
術
』、
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
三
月
）、
森
田
恒
友
「
ド
ー
ミ
ヱ
と
ロ
ー
ト
レ
ク
」（『
み
づ
ゑ
』、
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
七
月
）、
中
村
章
太
郎
「
ロ
オ
ト
レ
ク
│
ガ
ス
タ
ア
ブ
・
コ
キ
ヲ
ー
」
（『
み
づ
ゑ
』、
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
一
二
月
）、
大
島
隆
一
「
ロ
ー
ト
レ
ツ
ク
の
作
画
に
就
て
」（『
ア
ト
リ
エ
』、
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
一
月
）、
辻
永
「
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
」（『
美
術
新
報
』、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
九
月
）、
長
島
重
次
郎
「
ロ
ー
ト
レ
ツ
ク
と
顔
」（『
ア
ト
リ
エ
』、
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
七
月
）、
益
田
義
信
「
ロ
ー
ト
レ
ツ
ク
の
横
顔
」（『
ア
ト
リ
エ
』、
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
七
月
）
萩
野
暎
彦
「
ロ
ー
ト
レ
ク
の
卅
七
年
」（『
美
術
新
報
』、
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
九
月
）。
横
川
文
雄
「
ロ
オ
ト
レ
ツ
ク
・
ム
ー
ラ
ン
ル
ー
ジ
ユ
と
サ
ー
カ
ス
グ
ス
タ
ー
ブ
・
コ
キ
ヨ
」（『
ア
ト
リ
エ
』、
一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）
年
二
月
）。
佐
波
甫
「
ド
ガ
と
ロ
ー
ト
レ
ク
」（『
ア
ト
リ
エ
』、
一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）
年
一
一
月
）
な
ど
多
数
確
認
で
き
る
。
（
）
木
村
荘
八
「「
フ
ュ
ー
ザ
ン
会
」「
生
活
社
」
時
代
の
高
村
光
太
郎
」（『
文
芸
』、
河
出
書
房
、
一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
六
月
）。
（
）
同
人
「
編
集
室
に
て
」（『
白
樺
』、
洛
陽
堂
、
一
九
一
二
（
大
正
元
）
年
一
二
月
）。
（
）
木
村
章
「
薄
命
の
画
家
ロ
ー
ト
レ
ク
ジ
エ
ム
ス
、
ハ
ネ
カ
ア
」
前
掲
。
（
）
高
村
光
太
郎
「
後
期
印
象
派
ト
ウ
ル
ー
ズ
・
ロ
ー
ト
レ
ク
」（『
現
代
の
洋
画
』、
第
一
七
号
、
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
八
月
）。
（
）
高
村
光
太
郎
「
ト
ウ
ル
ー
ズ
ロ
ー
ト
レ
ツ
ク
」（『
現
代
之
美
術
』、
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
六
月
）。
（
）
高
村
光
太
郎
「
巴
里
よ
り
│
荻
原
守
衛
へ
の
手
紙
│
」（『
新
声
』、
一
九
〇
九
（
明
治
四
十
二
）
年
六
月
）。
こ
こ
に
は
「
ア
ム
プ
レ
シ
ヨ
ン
ニ
ス
ト
連
中
の
絵
を
展
覧
し
て
居
る
。
此
の
連
中
の
絵
を
殊
に
深
く
研
究
し
て
見
た
。
実
に
皆
英
雄
で
あ
る
。
マ
ネ
の
強
さ
、
モ
ネ
の
大
き
さ
、
ル
ノ
ア
の
暖
か
さ
、
セ
ザ
ン
ヌ
の
き
び
し
さ
、
ピ
サ
ロ
の
正
直
さ
、
デ
ガ
ア
の
う
ま
さ
、
ト
ウ
ル
ウ
ズ
、
ロ
オ
ト
レ
ク
の
凄
さ
、
一
と
し
て
驚
か
さ
れ
な
い
も
の
は
無
い
」
と
あ
る
よ
う
に
他
の
後
期
印
象
派
の
画
家
と
と
も
に
「
ロ
オ
ト
レ
ク
」
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
（
）
高
村
光
太
郎
「
光
風
会
の
一
瞥
」（『
現
代
』、
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
四
月
）。
こ
こ
で
は
「
文
学
家
と
交
渉
の
多
か
つ
た
だ
け
、
新
印
象
派
、
象
徴
派
の
「
詩
的
」
な
画
を
描
く
人
が
多
か
つ
た
が
、
ツ
ウ
ル
ウ
ズ
、
ロ
オ
ト
レ
ク
や
、
ポ
オ
バ
ン
ド
ノ
ワ
ア
ル
ル
ゴ
オ
ガ
ン
等
も
其
の
仲
間
で
ゐ
た
事
が
あ
る
。
其
頃
「
黒
組
」
と
い
ふ
連
中
が
一
方
に
居
た
」
と
い
う
箇
所
に
「
ロ
オ
ト
レ
ク
」
の
名
が
確
認
で
き
る
。
（
）
高
村
光
太
郎
「
カ
リ
カ
チ
ユ
ア
」（『
ア
ト
リ
エ
』、
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
一
月
）。
光
太
郎
は
こ
の
な
か
で
「
ロ
オ
ト
レ
ク
を
カ
リ
カ
チ
ユ
ア
画
家
と
目
す
る
事
は
出
来
な
い
。
彼
は
人
生
の
事
件
、
心
状
を
諷
刺
し
な
い
。
人
生
そ
の
も
の
を
秤
に
か
け
て
ゐ
る
。
彼
は
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
根
拠
に
身
を
置
い
た
が
、
彼
の
身
そ
れ
自
身
は
人
生
の
愛
に
燃
え
て
ゐ
た
。
彼
の
描
い
た
も
の
は
最
も
悲
痛
な
意
味
に
於
け
る
漫
画
で
あ
る
。
彼
以
来
、
泰
西
に
は
泰
西
的
漫
画
が
起
つ
た
。
し
か
も
彼
は
常
に
漫
画
的
以
上
で
あ
つ
た
」
と
し
て
「
ロ
オ
ト
レ
ク
」
の
作
品
を
評
し
て
い
る
。
（
）
高
村
光
太
郎
『
印
象
主
義
の
思
想
と
芸
術
』（
天
弦
堂
書
房
、
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
七
月
）。
（
）
高
村
光
太
郎
『
印
象
主
義
の
思
想
と
芸
術
』
前
掲
、
二
一
〇
頁
。
（
）
高
村
光
太
郎
「PRESEN
T
A
T
IO
N
」（『
ス
バ
ル
』、
一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
一
月
）。
（
）
野
田
宇
太
郎
「
解
題
」
前
掲
、
四
二
六
頁
。
（
）
森
口
多
里
「
ロ
ー
ト
レ
ク
」
前
掲
。
（
）
高
村
光
太
郎
「
或
日
の
午
後
」（『
ス
バ
ル
』、
一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
四
月
）。
（
）
高
村
光
太
郎
「
街
上
夜
曲
」（『
ス
バ
ル
』、
一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
四
月
）。
（
）
高
村
光
太
郎
「
人
形
町
」（『
ス
バ
ル
』、
一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
二
月
）。
（
）
高
村
光
太
郎
「
食
後
の
酒
」（『
ス
バ
ル
』、
一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
三
月
）。
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
第
二
十
四
号
二
四
（
）
高
村
光
太
郎
「
な
ま
け
も
の
」（『
ス
バ
ル
』、
一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
七
月
）。
（
）
高
村
光
太
郎
「
あ
を
い
雨
」（『
ス
バ
ル
』、
一
九
一
二
（
明
治
四
五
）
年
七
月
）。
（
）
高
村
光
太
郎
「
失
は
れ
た
る
モ
ナ
・
リ
ザ
」（『
ス
バ
ル
』、
一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
一
月
）。
（
）
高
村
光
太
郎
「
痛
ま
し
き
地
獄
の
画
家
」
前
掲
、
一
七
八
頁
。
（
）
高
村
光
太
郎
「
痛
ま
し
き
地
獄
の
画
家
」
前
掲
、
四
七
頁
。
（
）
森
口
多
里
「
ロ
ー
ト
レ
ク
」
前
掲
、
六
頁
。
（
）
高
村
光
太
郎
「
痛
ま
し
き
地
獄
の
画
家
」
前
掲
、
一
八
〇
頁
。
（
）
森
口
多
里
「
ロ
ー
ト
レ
ク
」
前
掲
、
六
頁
。
（
た
ど
こ
ろ
ひ
ろ
き
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
特
別
研
究
員
／
佛
教
大
学
非
常
勤
講
師
）
高
村
光
太
郎
の
「
道
程
」
時
代
の
詩
歌
（
田
所
弘
基
）
二
五
